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雄と雌はどのようにして決まるのか？という問いは、アリストテレスの時
代から現代に至るまで生物学上の重要なテーマです。性にまつわる話題は
科学者に限らず多くの人々の関心の的でもあります。雄と雌にみられる
様々な違い（性的二型形質）はどのようにして生み出されるのか？雄と雌
に違いがあるのはなぜなのか？雄と雌の起源は？など性に関する疑問は枚
挙に暇がありません。私たちは多様な性的二型形質を示す昆虫をモデルと
して利用し、この謎の解明に日々取り組んでいます。

研究の目的

研究テーマ
個体レベルの性を細胞レベルで解き明かす

性は雄と雌という二分律で表せるものではなく、
実際にはスペクトラムを示す+4(C'02#;.!
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ポリアレリック遺伝子による性決定機構の解明
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性比の偏りを指標とした地球温暖化評価法


